
イッチを入れ煙火を爆発させる装置の実験を,ll

月,12月の2ケ月間行い,実際にサルが12回煙火

システムを作動させ,人手の行きわたらぬ山畑,

とくにシイタケ畑などでの猿害化に対する有力な

方法として,期待されることとなった｡

4.屈久由研究林

共同利用研究により,照築樹林村中上部と海岸

城の食性の比較 (上原 ･丸橋),自然群の統合機構

(古TTJ'･三谷)の研究がすすめられ.西部林道の

折れの定期の定期センサス (研究林 ･屋久島研究

グループ)をおこなった｡

｢以久也の生物的自然と地域社会との調和に関

する研兜｣(代穀 ･依田恭二,日本生愈財団助成研

兜)によって,この地域の生態系の保全に関する

誠礎調光を行なうこととなった｡1973-1976の屋

久払研兜グループによるヤクニホンザルの調査成

果が雑誌にはんざる5号に公刊された.

また.研究林予定地に隣接する淑切川右岸域と

永田灯台一献切問の海岸斜面の民有林が,それぞ

れ国立公園の窮1位 ･節2柾特別地域に編入,第 1

位特別地域に昇格することが決定した｡この結果,

国別岳四斜面と轍切川流域を核として生態学的に

有効な巾をもった垂直分布相が保存されることと

なった｡

サル掠保健飼育管理施設

竹中修鮒,松林清明

後藤俊二,松林伸子1)

人工授fJlによって誕生を見たチンパンジーの子

供のポC,レオについては,レオの方は良初母親

のレイコの哨符に不安が見 られたが,飼育技術員

(担当 ･鵬崎)の調教により子供の抱き方を覚え

JLGi調にTfでている｡人工晴育によらざるを得なか

ったポポも.施設スタッフの努力により順調に育

った｡昭和58年春にいずれも一才の誕生日を迎え

たが.ポポは体重6.7 (出生時 1.9)kg,レオも

4.5 (出生時 1.48)kgに達した｡

昭和55年皮に発足した繁殖コロニーでは,昭和

57年番～夏にアカゲザル28頭の出産 (出生率61蕗)

をみた｡同年9月には8頭の子ザルを研究用に初

めて供給した｡1-2年後には定常的な研究使用

1)教務職員

が可能になると思われる｡

昭和55年度からサル施設の管理部分の飼育場所

を6区画に分け,それぞれについて担当者を決め

飼育を行って来ている｡長期間同一区画のサルの

飼育を担当することにより,飼育のレベルアップ

を意図したからである｡同時に飼育技術員は通常

の飼育業務,採血等の研究補助業務の他に,特定

の施設業務活動を分担することになった｡これに

は飼育,繁殖関係として 1)チンパンジーの人工授

柄,人工噂育,2)室内計画繁殖,3)研究用ケージ

の設計 ･試作,また保健 ･診療関係として1)細菌

検査,2)血液検査,3)病理検査,4)寄生虫検査等

が含まれる｡

人事では前任の千葉敏郎助教授の岐阜大学段学

部教授への転出 (昭和57年 3月)に伴い,空席と

なった助教授を公募により求め.松林清明助手が

昇格した (昭和58年6月 1日付)0

研 究 概 要

1)雄二ホンザル性機能の季節的変化に関する形

博学的ならびに生理学的研究

松林桁明

性ステロイド濃度や精液性状の変動を調べると

共に,各生殖腺の組枯学的変化を光顕的 ･屯疏的

に行っている｡

2)サル鞍の人工繁殖の研究

松林沼明

チンパンジーの人工授精適期を把握するr:め尿

中LHの簡易定見を行い,血中LHおよび性皮臨

股の推移との相関を調べている｡

3) ニホンザルの成長に伴う眼内祝所見の推移

後藤俊二

人工噂育及び母親噛育個体を対象として,qi色

光撮影法による眼底像の形態変化及び前限部透光

体の屈折率の変化についての継続観察を行った｡

4) ニホンザル四肢奇形の原因探求

後藤俊二

血液検査を主とした臨床病理学的検討を共同研

究の一環として進めている｡

論 文

1)Matsubayashi,K.andK.Mochizuki

(1982):Growthofmalereproductive

organswithobservationoftheirseasonal

morphologicchangesin山eJapanese
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monkey (Macacafuscata).Jpn.∫.Vet.

Sci.44(6);891･902.

2)Miyoshi,I.,M.Fujishita,H.Taguchi,K.

Niiya,M.Kobayashi,K.Matsubayashi

8ndN.Miwa (1983):Horizontaltrans･

missionofadultTICellleukemiavirus

rrom maletofemaleJapanesemonkey.

TheLancet,Jam.29,241.

3)Matsubayashi,K.,T.Enomoto (1983):

Longitudinalstudiesonannualchanges

inplasmatestosterone,bodyweightand

spermatogenesisofadulりapanesemom-

key (Macacafuscata)underthelabora-

torycondition.Primates,(inpress).

学 会 充 慕

1) 松附 巾子 (1982):好気及び嫌気条件下で判

定 しT:化脇田の水剤感受性について｡第26回

プリマーチス研死会｡

2)熊崎消則.松沢哲郎.松林糾明 (1983):飼

育チンパンジーの山越時行動祝祭例 2例｡第

27回プリマーチス研死会｡

1982年皮 (昭 57) サ ル動 儲表

区 分種 名 入 荷 出鍾 実級殺 外似死 門班失宜 そ の 他 の 死 凹校門 S附 代符 秤吸器系 那化器系 柄潔器系 その他 不明

コ モ ン ツ パ イワ オ キ ツ ネ ザ ルシルパーマーやセッ トワタポ ウ シタマ リンヨ ザ ルリ ス ザ ルフ サ オ マ キ ザ ルニ ホ ン ザ ルヤ ク ニ ホ ン ザ ルア カ ゲ ザ ルタ イ ワ ン ザ ルボ ン ネ ッ ト ザ ルカ ニ ク イ ザ ルブ タ オ ザ ルMff X Mmチ ン パ ン ジ 1- 10 43 2 243113823243611 2930141 1121 16 11162111 24(3) 1 11512 1.122

計 10 43 2 14 6(3) 1 10 6

江) ( )印 検疫申死亡頭数

総和加数一総減少数-差引頭数

153 - 114 - 39
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1982年度末飼育頭数

種 名 頭 数 .

コ モ ン ツ パ イ 9

ワ オ キ ツ ネ ザ ル 6

ス ロ ー ロ リ ス 2

オ オ ガ ラ ゴ 5

ワ ターボ ウ シ タ マ リ ン 12

シル パ ー マ ー モ セ ッ ト 1

ヨ ザ ル 8

リ ス ザ .ル 2

ノ ド ジ ロ オ マ キ ザ ル 1

フ サ オ マ キ ザ ル 3

チ ユ ウ ベ イ ク モ ザ ル 1

ミ ド リ ザ ル 3

パ タ ス ザ ル 2

ニ ホ ン ザ ル 317

ヤ ク ニ ホ ン ザ ル 23

Mff X Mfy 2

Mff X Mm 5

ア カ ゲ ザ ル 167

タ イ ワ ン. ザ ル 15

ブ タ オ ザ ル 5

ベ ニ ガ オ ザ ル 6

ボ ン ネ ッ ト ザ ル ll

カ ニ ク イ ザ ル 43

ア ッ サ ム ザ ル 5

Ep X Ca 2

マ ン ト ヒ ヒ 2

ゲ ラ ダ ヒ ヒ 1

シ ロ テ テ ナ ガ ザ ル 2

ア ジ ル テ ナ ガ ザ ル 1

チ . ン パ ン ジ ー 9

大 学 院 学 生

昭和57年度における京都大学理学研究科動物学

専攻霊長類学分科の学生とその指導教官 ･研究テ

ーマは次のとお りである｡

氏 名 学年 指等教官 研究テーマ

川本 芳 D3 野沢 謙 イン ドネシア産カニ

クイザルの災田近伝

学的研究

松本 真 I)3 江原昭善 詔長類頭骨の形態学

的研究

浜田 穣 I)3 岩本光雄 マカクザルの胎児期

から若年期の成長

今井一郎 D3 河合雅雄 熱村乾燥地城におけ

るヒトの比較生態学

的研究

星野次郎 D3 河合雅雄 マン ドリルの生態学

的研究

鹿野一厚 D2 河合雅雄 ヤギの社会生眉を韮

盤としたヤギ遊牧民

の生態人類学的研究

首藤浩子 D2 河合雅雄 マン ドリルの社会生

態学的研死

ジャン ･ I)2 河合雅雄 熱帯多雨林の樹上性

霊長類の生態社会学

的研究

名取異人 Dl 江原昭善 リスザルの白歯の個

体変異について

三谷雅純 M2 河合雅雄 ニホンザルの音声伝

達に関する研光

広谷 彰 M2 河合雅雄 イノシシを主とLr=

狩猟生活の生倭人析

学的研究

書久保真一 Ml 室伏靖子 霊長類の超の認知に

関する実験的研究

大井 徹 Ml 川村俊蔵 ニホンザルの摂食行

動とスペーシング

丹治雅夫 Ml 高橋健治 詔長狭の組枯プロテ

アーゼの性状と生理

的役割

沢口俊之 Ml 久保田読 前頭前野の機能的細

胞構築
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